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プレ地区懇談会を実施
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「道の駅」
をつくった匠たち 編
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学
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で
と
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Ｅ
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小
川
中
学
校
﹂
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特集

特集

表
紙
に
使
用
し
て
い
る
画
像
は
、
小
川
和
紙
の
「
雲
龍
紙
」
で
、
楮

こ
う
ぞ

の
長
い
繊
維
を
混
ぜ
て
漉す

き
あ
げ
ま
す
。
和
紙
に
合
わ
せ
て
あ
し
ら
っ
た
２
色
は
「
勿

わ
す
れ
な
ぐ
さ
い
ろ

忘
草
色
」
と
「
若
竹
色
」。

勿
忘
草
の
花
言
葉
は
「
私
を
忘
れ
な
い
で
」。
美
し
さ
と
強
さ
を
秘
め
た
凛
と
す
る
青
に
、昨
年
度
で
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
た
〝
西
中
〞
と
〝
欅
台
中
〞
を
重
ね
ま
し
た
。
一
方
で
、新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
〝
小
川
中
学
校
〞
に
は
、

生
命
力
あ
ふ
れ
る
存
在
で
勢
い
よ
く
成
長
す
る
「
竹
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
し
た
。
ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
と
受
け
継
が
れ
る
た
く
さ
ん
の
想
い
を
糧
に
、
オ
ガ
チ
ュ
ー
生
徒
の
皆
さ
ん
の
大
活
躍
に
期
待
し
ま
す
！

3グループ

3

3

様の
魅力

議会の広聴機能の獲得へ

の軸で育成
「0〜15歳」

市川○新教育長に
インタビュー

素顔と横顔に迫る

常任委員会の
推し事業

111億6000万
円

令和7年度一般会計予算

緊急企画

裏表紙に関連記事 

議 ×員
の く つ な ぐ

き
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次ページは令和7年度予算推し事業

笠原 彦
議会運営委員長

住民の声を広く聴くために プレ地区懇談会を実施
令和７年１月26日（日）

当議会、初となる広聴活動に取り組んだ。参加者の率直な声を聴くことができた。  この声を生かすことができるように進めていきたい。

地域の課題を議会で地域の課題を議会で
吸い上げてくれる、こ吸い上げてくれる、こ
の機会は貴重です。の機会は貴重です。
議会が身近になりま議会が身近になりま
した。大いに期待した。大いに期待
しています。しています。
吉田晋吉田晋さん（木呂子）さん（木呂子）

議会の活動や様 な々貴重な意議会の活動や様 な々貴重な意
見に触れることができました。見に触れることができました。
さらに、幅広い年代の方 が々町さらに、幅広い年代の方 が々町
についてより多角的な視点で考についてより多角的な視点で考

え、公の場で意見交換え、公の場で意見交換
を行うことの大切さをを行うことの大切さを
実感しました。実感しました。
馬場大和馬場大和さん（稲荷町）さん（稲荷町）

普段のちょっとした疑問や改善、普段のちょっとした疑問や改善、
要望、困りごと等を議員さんたちと要望、困りごと等を議員さんたちと
会話ができてよかったです。ぜひ、会話ができてよかったです。ぜひ、
町の活性化につなげてください。町の活性化につなげてください。
菅沼好子菅沼好子さん（青下田島）さん（青下田島）

 大河公民館 女性講座グループ  主な意見 

女性の視点と身近な問題
●地域コミュニティの重要性
●防災・防犯も大切
●デマンドタクシーの使い勝手　などなど

 若者グループ  主な意見 

「夢を叶える」町への期待
●年代を越えたイベントの開催
●子育てしやすい町づくり
●和紙の情報発信　などなど

 竹沢区長会グループ  主な意見 

地域課題と人口減少
●役員等のなり手・担い手不足が深刻
●荒廃する農地の取扱いに苦慮
●市街化調整区域のため発展性に欠ける　などなど

懇談前には「小川町議会」の説明動画を上映しました。
住民の皆さんと議会の距離を縮めるツールとして今後
ホームページにアップします。

参加者アンケートより
●参加してみて、満足できた。
●進行は、わかりやすかった。
●今後も参加したいかどうかは、半々。
●議会説明動画での解説や議員と
　直接話せたのがよかった。　
●次回に向けて
　論点を絞るとよい(テーマの事前通知)。
　時間をたっぷり、広い会場で。

議員アンケートより
●聴くことに徹し、意見の引き出し方
はよかった。

●定期開催を望む（年1〜2回）。
●テーマを事前にお知らせし、議論を
深めたい。

●住民の意見を聞くだけにとどめない。
 （執行部への意見書・要望書の提出
 一般質問での取り上げ等）

Gikai's eye

今回のプレ地区懇談会は、想像以上の成果を得

ることができた。本格実施に向け、全議員の意

見を集約し「運営方法」等を見いだしていく。議

長から受けた諮問 に対して6月議会で答申す

る。（議会運営委員会）

継続的な定期開催へ

柿間前公民館長
も参加

諮問内容：①地区懇談会の目的　②実施計画
③住民への事前調査　④会場・実施回数・規模
⑤運営方法　⑥実施後の取組

今後取り上げて
ほしいテーマ
●人口減少
●町の観光
●地域福祉の充実
●空き家対策
●地場産業の発展
●子ども・子育て支援
●学生の支援

ワークショップ形式

車座形式

好評
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次ページは予算質疑

①町全体の公共施設等の維持管理や統
廃合を適切に行える

②「パトリアおがわ」において、必要な
設備改修を計画できる

③ホールの貸出、貸館業務の再開を計画
できる

①授業・部活動が充実する

②避難所の機能が強化される

③国からの補助金を獲得できた

たくさんの子どもたちの来場を待つ

芝生広場の「ふわふわドーム」

活気のあるパトリアおがわに戻って活気のあるパトリアおがわに戻って
もらいたいです。もらいたいです。
・キッチンカーやカフェなどの出店・キッチンカーやカフェなどの出店
・昔の朝市のようなイベント・昔の朝市のようなイベント
・パトリアにもトレーニング施設を・パトリアにもトレーニング施設を
地域の子どもからお年寄りまでが楽しめる地域の子どもからお年寄りまでが楽しめる
パトリアになってくれるといいなと思います。パトリアになってくれるといいなと思います。
金田由香金田由香さん（腰越二）さん（腰越二）

一般会計当初予算

111111億億6０００6０００万円万円
対前年度比対前年度比12.612.6%%増増

公共施設等総合管理計画に基づき、利活用・管

理・再編整備等を推進。令和７年度は「パトリ

アおがわ」に他の公共施設等の機能を集約する

ことを検討し、基本構想・計画を策定する。

道の駅を核とする事業拡大（スタッフの充実・芝生

広場や遊具の管理運営・電動自転車ほかの貸出し・

デジタル会員証の運営等）に伴い補助金を増額。

夏場の体育授業や部活動の制限が緩和される。

寒暑にかかわらず、体育館の利便性が高まる。

LPガスバルク と非常用発電機も新設。

※令和６年度補正予算の繰越事業。

①「道の駅」施設完成後の運営面で魅力
あるイベントや企画が期待できる

②町で起業し「道の駅」に出店することで、
集客力を見込んだ営業ができる

③観光協会の安定した運営が期待できる

予算が増額になった主な要因
●物価・人件費の高騰
エネルギーコスト上昇による物価高騰が全国的

に自治体の予算を押し上げる

●リリックおがわ施設等改修事業費
リリックおがわホール棟の屋上に設置してある

既存の高圧受変電設備の撤去工事

●町村情報共同システム事業費
自治体情報システムの標準化に伴う経費

●介護給付・訓練等給付費支給  充実
障害者自立支援において、生活介護、就労継

続支援など障害福祉サービスの利用に係る負

担金で、利用者の増加を見込む

●児童手当支給事業  充実
制度改変により増額

大河地区の拠点・複合化を待つ「パトリアおがわ」

物価高騰を背景に過去最大となった当初予算。町民のニーズや将来のまちづくりにつながる各種取組が見えた。

ここでは３常任委員会が期待する事業をピックアップ。「推しポイント」と併せて紹介します。

推しポイント

推しポイント

推しポイント

バーベキューをしたいです！バーベキューをしたいです！
ふわふわドームがふわふわドームが
無料なのがグッド！無料なのがグッド！

これまでは「暑さ」により体育の授業がこれまでは「暑さ」により体育の授業が
制限され、予定していた内容を変更する制限され、予定していた内容を変更する
こともありました。こともありました。
設置される空調設備のおかげで、カリ設置される空調設備のおかげで、カリ
キュラム通りの授業展開が図れます。キュラム通りの授業展開が図れます。
また、部活動の充実にも効果「大」です！また、部活動の充実にも効果「大」です！
小川中学校　枝広風太小川中学校　枝広風太先生（体育）先生（体育）

琥哲琥哲さんさん 航晴航晴さんさん 胡乃花胡乃花さんさん 環環さんさん

武井さんキッズ武井さんキッズ
（みどりが丘1丁目）（みどりが丘1丁目）

希麻希麻さんさん

経済建設常任委員会

観光協会へ補助金を拡充

総務常任委員会  

総
　 パ ト リ ア お が わ 　

合福祉センター
集約再整備
基本構想・基本計画の策定

厚生文教常任委員会

小川中学校体育館に
エアコン設置

エアコンの取付けを待つ「小川中学校体育館」

停電時、エアコンに使用するLPガス
を備蓄するタンクなど。

推推しし
  事業事業

３常任委員会が選ぶ
令和
７年度 
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つづく！

小
川
町
議
会
だ
よ
り
は  

町
民
登
場
に
コ
ダ
ワ
ル
！ 　

広
い
年
代
の
皆
さ
ん
に
、
た
く
さ
ん
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
す
︵
裏
表
紙
も
ご
覧
く
だ
さ
い
︶。

Ｑ
基
本
構
想
や
計
画
の
策
定
に
向
け

た
取
組
は
。

Ａ
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
基

づ
い
て
、
現
在
の
事
務
所
や
貸
館
な
ど

の
機
能
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
老
朽

化
す
る
他
の
町
有
施
設
を
集
約
・
複
合

化
す
る
た
め
、
必
要
な
改
修
を
行
っ
て

い
く
予
定
で
す
。
建
築
設
備
︵
ハ
ー
ド
︶

と
機
能
集
約
︵
ソ
フ
ト
︶
の
両
方
に
知

見
を
持
つ
事
業
者
に
委
託
す
る
中
で
、

複
数
の
再
整
備
案
を
比
較
検
討
し
、
基

本
構
想
・
計
画
の
策
定
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

農
業
祭
と
地
産
地
消
の
推
進

Ｑ
毎
年
盛
況
の
農
業
祭
開
催
に
係
る

補
助
金
の
増
額
に
至
っ
た
背
景
等
は
。

Ａ
町
内
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
の
品

評
会
や
展
示
即
売
等
を
通
じ
て
、
生
産

技
術
の
向
上
と
、
農
業
に
対
す
る
理
解
・

関
心
を
深
め
る
こ
と
か
ら
﹁
地
産
地
消

の
推
進
﹂
を
図
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、

リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
棟
の
解
体
工
事
の
影

響
が
予
想
さ
れ
る
中
、会
場
変
更
と
な
っ

た
際
に
生
じ
る
設
備
や
案
内
表
示
な
ど

の
変
更
、
表
彰
や
謝
礼
品
の
値
上
げ
等

に
要
す
る
費
用
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

地
域
強
靭
化
計
画
の
改
定

Ｑ
主
な
改
定
点
等
は
。

Ａ
同
計
画
は
、
大
規
模
自
然
災
害
等

に
備
え
、
事
前
防
災
・
減
災
と
迅
速
な

復
旧
復
興
に
資
す
る
取
組
を
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
実
施
す
る
こ
と
で
、
強
靱

な
国
︵
地
域
︶
づ
く
り
の
推
進
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
現
計
画
の
期
間
満
了
に
伴

い
、
国
や
県
等
に
お
け
る
最
新
の
動
向

を
参
考
に
す
る
中
で
、
当
町
の
地
域
特

性
に
見
合
っ
た
見
直
し
・
改
定
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

公
園
・
遊
具
の
改
修

Ｑ
新
た
な
健
康
遊
具
等
の
設
置
は
。

Ａ
既
存
の
ブ
ラ
ン
コ
や
フ
ェ
ン
ス
の

改
築
、
老
朽
化
し
た
複
合
遊
具
の
撤
去

な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
新
た
な
遊

具
の
設
置
は
予
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

公
共
施
設
の
利
活
用
を
推
進

﹁
パ
ト
リ
ア
お
が
わ
﹂
複
合
施
設
に
再
整
備
へ

︵
仮
称
︶
西
小
学
校
の
営
繕

Ｑ
西
中
学
校
を
小
学
校
と
し
て
使
用

す
る
た
め
に
要
す
る
工
事
の
内
容
等
は
。

Ａ
教
室
内
の
壁
面
に
、
体
操
着
や
給

食
着
を
か
け
る
た
め
の
フ
ッ
ク
を
取
り

付
け
ま
す
。
ま
た
、
現
在
は
特
別
教
室

棟
ま
で
の
渡
り
廊
下
が
野
ざ
ら
し
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
屋
根
の
設
置
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
体
育
館

に
あ
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
ゴ
ー
ル

の
高
さ
を
小
学
校
仕
様
に
合
わ
せ
て
下

げ
る
作
業
等
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

学
習
・
研
究
活
動
に
寄
与

Ｑ
﹁
文
化
財
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

事
業
﹂
の
進
捗
と
効
果
等
は
。

Ａ
こ
れ
ま
で
に
﹁
平
松
台
遺
跡
﹂﹁
穴

八
幡
古
墳
﹂﹁
下
里
・
青
山
板
碑
製
作

遺
跡
︵
割
谷
︶﹂
に
係
る
資
料
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
図
り
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
従
前
の
紙
媒
体
で
の

資
料
取
得
と
比
べ
て
、
来
庁
等
の
負
担

が
軽
減
さ
れ
る
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル

化
さ
れ
た
写
真
等
の
資
料
は
広
範
囲
に

ア
ク
セ
ス
が
可
能
と
な
り
、
様
々
な
学

習
・
研
究
活
動
に
寄
与
す
る
も
の
と
捉

え
て
い
ま
す
。

老
朽
化
す
る
庁
舎
の
改
修

Ｑ
改
修
の
詳
細
は
。

Ａ
庁
舎
地
下
に
あ
る
電
気
室
内
の

﹁
高
圧
受
変
電
設
備
及
び
非
常
灯
用
蓄

電
池
設
備
﹂
を
更
新
す
る
も
の
で
す
。

同
設
備
は
、
既
に
耐
用
年
数
を
大
幅
に

超
過
し
、
老
朽
化
に
よ
る
電
気
火
災
や

近
隣
へ
の
波
及
事
故
、
さ
ら
に
は
行
政

機
能
の
停
止
を
引
き
起
こ
す
お
そ
れ
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
対
策
を
図
り
ま
す
。

起
業
の
機
運
醸
成
と
創
業
支
援

Ｑ
取
組
の
目
的
等
は
。

Ａ
町
内
に
お
け
る
起
業
や
創
業
へ
の

支
援
を
行
う
中
で
、
道
の
駅
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
契
機
と
し
た
波
及
効

果
を
、
町
全
体
に
広
げ
る
た
め
の
組
立

て
を
考
え
て
い
ま
す
。
若
い
時
期
か
ら

起
業
に
対
す
る
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
、
小
川
高
校
と
の
連
携

で
起
業
体
験
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
町

内
事
業
者
へ
の
支
援
と
し
て
、
道
の
駅

へ
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど
の
出
店
補
助

や
、
道
の
駅
か
ら
町
内
の
商
店
等
へ
の

誘
導
を
促
す
﹁
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
﹂
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

移
住
支
援
の
補
助
金
を
支
給

Ｑ
新
た
に
創
設
さ
れ
た
補
助
金
制
度

だ
が
、
支
給
要
件
等
は
。

Ａ
東
京
都
23
区
内
に
在
住
在
勤
︵
移

住
前
10
年
間
で
通
算
５
年
以
上
か
つ
直

近
１
年
以
上
︶
の
方
が
地
方
へ
移
住
し

﹁
当
町
の
中
小
企
業
・
農
林
企
業
な
ど

に
就
業
﹂
等
を
行
っ
た
場
合
に
、
補
助

す
る
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
単
身
で

の
移
住
は
60
万
円
で
、
世
帯
で
の
移
住

は
１
０
０
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

一
般
会
計
予
算

卒業生・在校生を送り出し、役割を終えた西中学校。

令和９年度には仮称「西小学校」として、子どもたちの元気な声

が戻ってくる。

今次定例会（２月２８日〜３

月２１日）では、令和７年度

の各会計予算をはじめ、新

教育長の任命に係る人事案

件など全28議案を審議し、

全て原案のとおり議決しま

した。ここからは、住民の

皆さんに身近な「一般会計

予算」の審議内容を中心に

紹介します。

188の
こ
と

議員が質
た だ

した

３月定例会の会議録は、
６月上旬から見られます。

一
令和7年度
般会計予算

を可決

（前年度比12.6％増）

111億
6000万円

発言全文（小川町
議会会議録）は
★月★旬から議会
ホームページで閲
覧できます。

知
っ
て
お
き
た
い
！ 

こ
の
数
字

橋りょうの補修

移住支援金

3橋

Pick up!
今
後
も
公
園
を
維
持
管
理
し
て
い
る
地

元
地
区
・
地
域
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反

映
す
る
中
で
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減

少
を
総
合
的
に
判
断
し
、
整
備
し
て
い

き
ま
す
。

60 100
万円

〜

散歩の途中で、健散歩の途中で、健
康器具でぶらさが康器具でぶらさが
りをしたり、腰をひりをしたり、腰をひ
ねったりすることでねったりすることで
筋力が保たれます。筋力が保たれます。

「「貯貯
ちょきんちょきん

筋筋」しています！」しています！
遠藤真知子遠藤真知子さんさん

（東小川５丁目）（東小川５丁目）

貯筋貯筋

6
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小
川
町
議
会
だ
よ
り
は  

写
真
に
コ
ダ
ワ
ル
！ 　

写
真
は
編
集
委
員
が
﹁
撮
る
﹂﹁
選
ぶ
﹂。
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
︵
写
真
説
明
︶
も
工
夫
し
ま
す
。

次ページは一般質問他

Ｑ
補
助
金
の
大
幅
増
が
示
さ
れ
た
が
。

Ａ
増
額
は
﹁
新
た
な
メ
イ
ン
会
場
の

使
用
﹂
と
﹁
事
業
規
模
の
拡
大
﹂
に
起

因
す
る
も
の
で
す
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後

の
﹁
道
の
駅
﹂
に
お
い
て
、
更
衣
室
な

ど
の
確
保
と
し
て
、
テ
ン
ト
40
張
分
の

借
上
料
を
見
込
み
ま
し
た
。
ま
た
、
ゲ

ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
の
招

し
ょ
う
へ
い聘

費
や
、
駅
と
会

場
間
を
結
ぶ
送
迎
バ
ス
に
係
る
費
用
を

計
上
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
か
ら
希
望

の
絶
え
な
か
っ
た
﹁
豚
汁
の
提
供
﹂
も

再
開
す
る
予
定
で
す
。

お
む
つ
の
自
園
処
理

Ｑ
町
立
保
育
園
で
﹁
お
む
つ
処
理
﹂

を
始
め
る
に
至
っ
た
背
景
等
は
。

Ａ
県
内
の
自
治
体
に
お
い
て
も
﹁
自

園
処
理
﹂
が
進
ん
で
い
る
中
で
、保
護
者
・

職
員
双
方
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
と

捉
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
立
保
育
園

に
対
し
て
も
、
処
理
に
係
る
備
品
購
入

費
の
一
部
を
助
成
し
、
取
組
を
促
し
ま
す
。

上
位
３
０
０
人
に
地
域
通
貨
券

Ｑ
令
和
６
年
７
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
﹁
い
き
い
き
シ
ニ
ア
ポ
イ
ン
ト
事
業
﹂

だ
が
、
取
組
の
充
実
等
は
。

Ａ
令
和
７
年
度
は
、
前
年
度
の
参
加

者
で
合
計
ポ
イ
ン
ト
上
位
３
０
０
人
に

限
っ
て
、
奨
励
品
の
地
域
通
貨
券
︵
３

０
０
０
円
︶
を
郵
送
す
る
費
用
を
見
込

み
ま
し
た
。
新
た
に
対
象
と
な
る
65
歳

の
年
齢
到
達
者
及
び
転
入
者
に
は
、
介

護
保
険
証
に
同
封
し
、
案
内
を
し
て
い

き
ま
す
。
な
お
、
ポ
イ
ン
ト
付
与
の
対

象
に
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
登
録
の
あ
る
団
体

や
個
人
の
追
加
を
進
め
て
い
ま
す
。

防
災
士
の
活
躍
と
活
用

Ｑ
既
に
防
災
士
資
格
を
有
す
る
住
民

等
の
把
握
や
活
用
方
法
は
。

Ａ
自
主
防
災
組
織
を
運
営
す
る
各
区

長
に
依
頼
す
る
中
で
検
討
し
ま
す
。
ま

た
、
活
用
に
つ
い
て
は
、
各
種
の
イ
ベ

ン
ト
や
防
災
訓
練
・
防
災
講
座
な
ど
に

参
加
を
依
頼
し
、
防
災
士
の
重
要
性
を

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
等
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

橋
り
ょ
う
の
補
修
と
耐
震
補
強

Ｑ
対
象
と
な
る
橋
や
工
事
内
容
等
は
。

Ａ
補
修
工
事
と
し
て
、小
川
地
内
﹁
大

寺
橋
﹂・
下
里
地
内
﹁
割
谷
橋
﹂・
青
山

Ｑ
エ
ア
コ
ン
設
置
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
等
、
取
組
の
詳
細
は
。

Ａ
令
和
７
年
７
月
を
目
途
に
実
施
設

計
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
８
月

に
は
工
事
事
業
者
の
選
定
を
行
い
、
９

月
か
ら
工
事
に
着
手
し
年
内
の
設
置
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
災
害
等

の
停
電
時
に
お
い
て
も
利
用
が
で
き
る

よ
う
﹁
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
バ
ル
ク
﹂
と
﹁
非
常

用
発
電
機
﹂
の
新
設
も
行
い
ま
す
。

Ｑ
空
調
の
利
用
に
係
る
コ
ス
ト
は
ど

の
程
度
見
込
ん
で
い
る
か
。
ま
た
、
使

用
に
関
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
作
成
は
。

Ａ
当
該
空
調
の
電
気
料
と
し
て
﹁
年

間
約
１
６
０
万
円
﹂
を
見
込
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
﹁
空
調
設
備
整
備
臨
時

特
例
交
付
金
﹂
の
活
用
で
、
光
熱
水
費

に
対
す
る
交
付
税
措
置
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
学
校
開
放
等
で
使
用
す
る

場
合
の
利
用
方
法
や
使
用
料
な
ど
に
つ

い
て
は
、
関
係
課
と
協
議
し
調
整
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

試
行
﹁
路
線
バ
ス
通
学
﹂

Ｑ
﹁
下
里
地
区
﹂
の
児
童
に
対
し
て
、

路
線
バ
ス
に
よ
る
通
学
が
試
行
さ
れ
る

よ
う
だ
が
、
背
景
等
は
。

Ａ
令
和
７
・
８
年
度
の
２
年
間
を
試

行
期
間
と
し
、
停
留
所
﹁
下
里
﹂﹁
白
根
﹂

﹁
伝
統
工
芸
会
館
前
﹂
〜
﹁
小
学
校
前
﹂

﹁
小
学
校
東
﹂
の
間
に
お
け
る
登
下
校
を

試
行
的
に
導
入
し
ま
す
。
近
隣
で
も
小

中
学
校
の
再
編
が
進
む
中
で
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
需
要
が
高
ま
り
、
運
転
士
や
車

両
の
不
足
、
借
上
料
の
高
騰
が
起
こ
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
課
題
解
決
に
つ
な

が
る
１
つ
の
手
段
と
し
て
取
り
組
む
一

方
で
、
乗
降
客
数
が
減
少
す
る
路
線
バ

ス
活
用
の
促
進
に
も
寄
与
す
る
も
の
と

捉
え
て
い
ま
す
。

小
川
地
内
﹁
相
生
橋
﹂
の
３
橋
を
予
定

し
、
長
寿
命
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
耐
震
補
強
工
事
と
し
て
は
、
下

里
地
内
﹁
島
根
橋
﹂
を
見
込
み
、
２
つ

あ
る
橋
脚
の
巻
き
立
て

と
、
変
位
制

限
装
置

の
設
置
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

第
33
回
小
川
和
紙
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
充
実
！

ラ
ン
ナ
ー
待
望
の
﹁
豚
汁
﹂
提
供
を
再
開
へ

一
般
会
計
予
算

人
口
減
で
被
保
険
者
数
は
減
少
も

1
人
当
た
り
医
療
費
は
増
額
傾
向

特
別
会
計
予
算

Ｑ
昨
今
話
題
の
﹁
高
額
療
養
費
﹂
だ

が
、
前
年
度
予
算
比
で
減
額
と
な
っ
た
。

背
景
や
見
込
み
は
。

Ａ
人
口
減
少
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
へ
の
移
行
等
に
伴
う
﹁
被
保
険
者
数

の
減
少
﹂
が
減
額
の
要
因
と
捉
え
て
い

ま
す
。
一
方
で
、
が
ん
治
療
薬
に
係
る

処
方
等
を
背
景
に
、
１
人
当
た
り
の
医

療
費
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
高
額

療
養
費
の
主
な
病
状
と
し
て
は
、
血
友

病
や
大
動
脈
解
離
・
白
血
病
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

下
水
道
事
業
会
計

Ｑ
一
般
会
計
か
ら
の
補
助
金
が
減
少

し
て
い
る
が
、
要
因
等
は
。

Ａ
経
営
戦
略
の
改
定
や
、
全
体
計
画

の
見
直
し
に
係
る
業
務
が
完
了
し
た
こ

と
で
、委
託
料
が
減
少
し
ま
し
た
。
ま
た
、

農
業
集
落
排
水
事
業
で
進
め
て
き
た
施

設
の
統
合
工
事
が
済
み
﹁
奈
良
梨
・
上

横
田
地
区
ク
リ
ー
ン
施
設
﹂
で
の
処
理

を
終
了
し
﹁
新
川
地
区
水
循
環
セ
ン

タ
ー
﹂
に
統
合
し
ま
す
。
施
設
の
管
理

に
要
す
る
費
用
が
減
額
と
な
る
こ
と
に

伴
っ
て
、
一
般
会
計
か
ら
の
補
填
も
減

少
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

祝
！ 

令
和
７
年
４
月
﹁
小
川
中
学
校
﹂
開
校

災
害
時
も
利
用
可
能
！ 

体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
設
置
へ

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

趣を感じる割谷橋。橋の先には国指定史跡「下里・青山板碑製作遺跡」

や、青山城跡へ続く登城口も。

「自分でつくる みんなで支える 「自分でつくる みんなで支える 
健康づくり」を合言葉に健康づくり」を合言葉に
健康に過ごしましょう！健康に過ごしましょう！

健康福祉課保健師健康福祉課保健師

飯塚洋生飯塚洋生さんさん 児玉裕華児玉裕華さんさん

変位制限装置…地震による橋脚の
ゆがみを抑制する装置

橋脚の巻き立て…橋脚のまわりを
鉄筋コンクリートで補強する工事

みんなでみんなで
支える支える

8
No. l l5 令和7年3月定例会

No. l l5 2025.5. l発行



審議した主な議案

公開します 議員の賛否内訳と審議結果
○…賛成 ×…反対　

ー印…議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します

議決結果はＨＰでも

見られます→

他23議案は
全員賛成で原案どおり「承認・可決・同意」しました

議　員　名

議　案　名

田
中 

立
男

関
根 

慶
則

岡
部 

久
志

田
端 

良
成

稲
村 

壌
治

鈴
木 

秀
尚

五
十
嵐
康
博

笠
原 

規
弘

大
戸 

久
一

田
中 

照
子

笠
原 

英
彦

髙
瀬      
勉

髙
橋
さ
ゆ
り

山
口 
勝
士

島
﨑 

隆
夫

髙
橋 

功
人
　
　 

審

議

結

果

令
和
７
年
度
予
算

一般会計予算	 111億6000万円 〇〇〇討
論〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇−可決

国民健康保険特別会計(事業勘定)予算	 35億4641万円 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇−可決

後期高齢者医療特別会計予算	 5億7407万円 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇−可決

介護保険特別会計（保険事業勘定）予算	36億2842万円 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇−可決

人事 教育委員会教育長の任命（市川俊実氏） 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇−同意
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小
川
町
議
会
だ
よ
り
は  

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
︵
写
真
説
明
︶
に
コ
ダ
ワ
ル
！ 　

単
な
る
説
明
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
応
援
や
問
題
提
起
な
ど
﹁
魂
﹂
を
込
め
て
お
伝
え
し
ま
す
。

次ページも一般質問

●予算総額…約35億７５００万円➡小川町負担分…約5億5900万円（15.6％）
（内訳）一般…約1020万円、消防…約５億2060万円、斎場…約1830万円、審査会…約990万円

1次処理水槽中のプロペラの
破損状況

破損部分

し尿処理・じん芥処理は共に減少傾向
老朽化で し尿処理施設の修繕費が増加

比企広域公平委員会を共同設置する地方公共団体の数及び規約の変更
➡川島 桶川 資源循環組合が加入

●予算総額…約13億２１００万円
　➡小川町負担分…約4億4900万円（約34％）

（内訳）し 尿 処 理…7070万円、

　　　　じん芥処理…３億7830万円

比企広域
市町村圏
組合

小川地区
衛生組合

一部の行政サービスを複数の市町村が共同で行うための団体が一部事務組合です。
構成市町村の議会から議員を選出しています。

一部事務組合議会から報告

子どもたちも遊べる所があると

言うことでオープンを楽しみに

しております。（Ｙ・Ｔさん　60代）

期待度

100%

末永く楽しめる施設になって

ほしいですね。
（Ｓ・Ｔさん　75歳）

期待度

100%

これを機に野菜をいっぱい作りま

す。そして、い〜っぱい売れること

を期待しています！（Ｙ・Ａさん　40代）

期待度

120%

オガワマチのこと・ギカイのこと

「一緒に見よう、考えよう」

P13までつづきます！Mini Interview道の駅リニューアル
あなたの期待度は？

Vol.29

お腹がへったら近くだから食

べ物を買いに行きます。
（K・Ｔさん　16歳）

期待度

100%

子どもと遊べる場所が欲し

かったので、今から楽しみで

す。（Y・Hさん　43歳）

期待度

100%

足湯ができたら

いいな？
（Ｋ・Ｔさん　58歳）

期待度

100%

八潮の事故を受けて自主点検を実施

Ｑ
起
伏
に
富
ん
だ
当
町
の
地
形
で
農

地
の
利
用
の
最
適
化
を
図
る
た
め
の
、

第
6
次
総
合
振
興
計
画
の
策
定
に
伴
う

土
地
利
用
構
想
の
見
直
し
を
。

Ａ
環
境
農
林
課
長　

将
来
に
わ
た
り

価
値
あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
に
、
農
用

地
区
内
の
農
地
を
確
保
し
、
持
続
的
な

地
域
農
業
の
振
興
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ

う
、
関
係
各
所
と
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
農
業
委
員
会
の
指
針
で
は
、
令
和

15
年
ま
で
に
遊
休
農
地
の
大
幅
な
解
消

と
、
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
集
積
を
拡

大
す
る
よ
う
だ
が
。

Ａ
環
境
農
林
課
長　

農
業
委
員
並
び

に
農
地
利
用
最
適
化
委
員
と
連
携
を
図

り
、
担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用
調
整
や

マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
に
よ
り
、
農
地
利
用

の
最
適
化
に
よ
る
地
域
農
業
の
活
性
化

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

持
続
可
能
な
下
水
道
事
業
を

Ｑ
下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
現
状
と
課
題
は
。

Ａ
上
下
水
道
課
長　

人
口
減
少
に

伴
う
経
営
状
況
の
悪
化
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
当
町
が
管
理
す
る
下
水
管
に

は
耐
用
年
数
を
超
え
る
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
劣
化
状
況
に
応
じ
た
対
応
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

答 

弁
関
係
各
所
と
協
議
を

進
め
て
い
き
ま
す

土
地
利
用
構
想
の

土
地
利
用
構
想
の

見
直
し
を

見
直
し
を

笠
かさはら

原規
のりひろ

弘議員
が町に問う！

農
地
の
最
適
化

農
地
の
最
適
化

農
地
の
最
適
化

P.11

災
害
対
応
力

P.12

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

P.13

道

の

駅

P.13

給
食
セ
ン
タ
ー

P.12

一般質問

全質問項目は小川町ホームページから見られます。議会だよりでは議員ごとに

要約版で掲載。全文（会議録）は令和７年６月上旬に公開予定です。55のの視点視点
皆さんはどのテーマに関心がありますか？

「歩いて・見て・聴いた」
ことを踏まえ、議員が自
身の提言を交えて町に考
えを質す。
75分間１本勝負！ 選ばれし精鋭・
激論戦隊ゴーゴーファイブによる

「一問一闘」の白熱したQ＆Aは
必見です！！

食通の私を満足させる「ご

当地メニュー」が楽しみ。
（Ｉ・Ｎさん　56歳）　

期待度

85%
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小
川
町
議
会
だ
よ
り
は  

情
報
に
コ
ダ
ワ
ル
！ 　

用
語
解
説
は
じ
め
関
連
情
報
へ
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
な
ど
﹁
読
者
目
線
﹂
の
編
集
を
心
が
け
ま
す
。

次ページは「16人の一歩」他

鈴
す ず き

木秀
ひでなお

尚議員
が町に問う！

Ｑ
新
給
食
セ
ン
タ
ー
に
炊
飯
施
設
を

併
設
で
き
な
い
か
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

令
和
７
年
度

予
算
案
に
﹁
給
食
セ
ン
タ
ー
更
新
基
本

計
画
﹂
の
策
定
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

炊
飯
施
設
や
、
災
害
時
で
も
活
用
で
き

る
施
設
の
整
備
も
含
め
調
査
・
検
討
を

行
い
、
方
向
性
を
示
し
ま
す
。

Ｑ
米
や
野
菜
の
有
機
農
産
物
の
使
用

を
よ
り
増
や
す
た
め
に
、
農
家
と
給
食

セ
ン
タ
ー
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
配
置
で
き
な
い
か
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

現
在
行
っ
て

い
る
﹁
給
食
セ
ン
タ
ー
と
農
協
と
生
産

者
を
つ
な
ぐ
会
議
﹂
を
継
続
さ
せ
て
、

安
全
で
お
い
し
い
給
食
の
提
供
に
努
め

ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
危
機

Ｑ
区
長
等
の
担
い
手
不
足
を
は
じ
め
、

コ
ロ
ナ
後
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
再
開
の
難

し
さ
が
顕
在
化
し
て
い
る
。
区
長
等
の

集
ま
り
で
、
好
事
例
の
紹
介
な
ど
は
で

き
な
い
か
。

Ａ
防
災
地
域
支
援
課
長　

好
事
例
の

紹
介
を
は
じ
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
に
つ

い
て
も
情
報
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・
発

展
の
た
め
に
﹁
い
き
い
き
地
域
活
動
補

助
金
﹂
等
を
交
付
し
ま
す
。

答 

弁
基
本
計
画
を
策
定

す
る
中
で
検
討
し
ま
す

炊
飯
施
設
の

炊
飯
施
設
の

併
設
を

併
設
を

給
食
セ
ン
タ
ー

給
食
セ
ン
タ
ー

コロナ後復活した東小川の秋まつり

髙
たかはし

橋さゆり議員
が町に問う！

Ｑ
文
部
科
学
省
が
示
し
た
﹁
令
和
６

年
度
補
正
予
算
に
係
る
空
調
設
備
整

備
臨
時
特
例
交
付
金
事
業
の
確
認
等

に
つ
い
て
﹂
を
受
け
て
、
体
育
館
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
は
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

こ
の
交
付
金
の

対
象
事
業
は
、
避
難
所
に
な
る
学
校
体

育
館
等
へ
の
空
調
設
備
の
整
備
を
加
速

さ
せ
る
事
業
で
す
。
当
町
で
は
整
備
可

能
な
施
設
と
し
て
、
欅
台
中
学
校
の
体

育
館
を
選
定
し
、
今
次
定
例
会
の
令
和

６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
計
上
し

ま
し
た
。

Ｑ
新
し
い
地
方
経
済
・
生
活
環
境
交

付
金
の
中
で
、
新
た
に
﹁
地
域
防
災
緊

急
整
備
型
﹂
の
メ
ニ
ュ
ー
が
創
設
さ
れ

た
が
、
活
用
の
検
討
は
さ
れ
た
か
。

Ａ
防
災
地
域
支
援
課
長　

能
登
半

島
地
域
の
災
害
に
お
け
る
教
訓
を
踏
ま

え
、
ト
イ
レ
カ
ー
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、

簡
易
ベ
ッ
ド
な
ど
の
資
機
材
を
整
備
し
、

防
災
体
制
の
抜
本
的
強
化
を
図
る
目

的
で
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
当
町
で
は
そ
れ
ら
の
導
入
は
課
題

も
多
く
、
申
請
は
見
送
り
ま
し
た
。
発

災
時
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
活
用
は
、
今

後
、
町
内
の
保
有
状
況
や
保
有
者
の
意

向
を
把
握
し
、
迅
速
に
提
供
す
る
仕
組

み
づ
く
り
等
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

答 

弁
今
次
定
例
会
の
補
正

予
算
で
計
上
し
ま
し
た

体
育
館
に

体
育
館
に

エ
ア
コ
ン
設
置
を

エ
ア
コ
ン
設
置
を

災
害
対
応
力

災
害
対
応
力

体育館に設置されたエアコン(川越市)

島
しまざき

﨑隆
たか

夫
お

議員
が町に問う！

Ｑ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新
に
よ
る
効
果

や
期
待
す
る
こ
と
は
。

Ａ
総
務
課
長　

町
内
外
の
閲
覧
者
に
、

よ
り
分
か
り
や
す
く
情
報
発
信
す
る
た

め
に
更
新
し
ま
し
た
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

動
画
か
ら
、
町
の
魅
力
を
感
じ
取
れ
る

と
捉
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
行
政
情
報

は
、
ア
ク
セ
ス
の
し
や
す
さ
、
見
や
す

さ
を
意
識
し
ま
し
た
。

Ｑ
庁
舎
入
り
口
に
あ
る
﹁
町
づ
く
り

提
案
箱
あ
い
ち
ゃ
ん
﹂
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
に
作
り
、
町
民
の
声
を
聴
く
よ
う

に
し
て
は
。

Ａ
総
務
課
長　

現
在
の
対
応
は
、
庁

内
で
確
認
後
に
文
書
で
の
回
答
を
し
て
、

今
後
の
政
策
や
事
務
の
参
考
に
し
て
い

ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
に
つ
い
て

は
必
要
性
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
災
害
発
生
時
や
緊
急
情
報
の
発
信

時
の
対
応
は
。

Ａ
防
災
地
域
支
援
課
長　

発
災
時

や
緊
急
時
に
は
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
動

画
は
表
示
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
上
部

に
は
緊
急
情
報
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
防

災
行
政
無
線
で
放
送
さ
れ
た
緊
急
性

の
高
い
も
の
な
ど
は
、
精
査
し
て
﹁
お

が
わ
情
報
メ
ー
ル
﹂
で
発
信
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
今
後
は
﹁
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
﹂

で
も
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

答 

弁
町
の
魅
力
と
情
報
を

伝
え
る
こ
と
で
す

更
新
に
よ
る
効
果

更
新
に
よ
る
効
果

や
期
待
は

や
期
待
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

細部にわたり工夫されたホームページ

私もお嫁さんもオープンをと

ても楽しみにしています。
（Ｙ・Ｋさん　60代）

期待度

100%子どもたちと公園で遊んだり、

ピクニックしたり、一日楽しめる

といいですね。（Ｗ・Ｍさん　42歳）

期待度

100%

道の駅周辺は日課の散歩道。

オープン後は毎日寄ってしま

うかも（笑）（Ｉ・Ｊさん　71歳）

期待度

120%

山
やまぐち

口勝
かつ

士
し

議員
が町に問う！

Ｑ
多
く
の
町
民
に
﹁
道
の
駅
﹂
を
利

用
し
て
も
ら
う
た
め
に
﹁
買
い
物
割
引

券
﹂
や
﹁
招
待
券
﹂
な
ど
の
発
行
は
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

﹁
道
の
駅

デ
ジ
タ
ル
会
員
証
︵
紙
漉
き
体
験
特
典

付
き
︶﹂
の
発
行
や
﹁
デ
ジ
タ
ル
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
︵
達
成
者
へ
は
地
場
産
品

提
供
等
︶﹂
の
開
催
を
検
討
し
て
い
ま

す
。﹁
道
の
駅
﹂
利
用
促
進
に
加
え
、

周
辺
の
地
域
資
源
の
活
用
や
、
町
全
体

の
活
性
化
が
再
整
備
の
目
標
で
す
。
指

定
管
理
者
の
事
業
計
画
に
も
、
町
内
周

遊
を
推
進
す
る
た
め
に
、
関
係
施
設
と

の
連
携
や
周
遊
割
引
券
の
発
行
な
ど
が

掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
オ
ー
プ
ン
記
念
と
し
て
各
老
人
会

に
向
け
て
、
送
迎
や
訪
問
ツ
ア
ー
の
実

現
を
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

行
政
区
や

老
人
会
な
ど
、
各
種
住
民
組
織
や
団
体

へ
働
き
か
け
を
す
る
な
ど
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

Ｑ
和
紙
等
の
販
売
エ
リ
ア
に
女
性
視

点
の
展
示
や
工
夫
を
。

Ａ
に
ぎ
わ
い
創
出
課
長　

町
特
産
品

や
地
場
産
品
の
販
売
強
化
に
向
け
、
指

定
管
理
者
も
、
多
角
的
な
視
点
で
工
夫

を
凝
ら
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。 答 

弁
デ
ジ
タ
ル
会
員
証
の

発
行
な
ど
を
検
討
し
ま
す

割
引
券
や
招
待
券

割
引
券
や
招
待
券

の
発
行
は

の
発
行
は

道
の
駅

道
の
駅

「オープン近し」町全体の活性化実現へ

お客さんをたくさん呼んで、

小川町の特産品を日本中に広

めてください！（Ｓ・Ｙさん　60代）

期待度

150%
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令和6年 12月

「議員定数検討特別委員会」設置   〜16人の定数の検討開始〜
12月12日

 第１回  目的・スケジュールを決定
令和7年 1月８日

 第２回  専門家による研修を決定
　1月24日

大正大学 江藤俊昭教授の講義
　１月28日

 第３回  講義の振り返り

 第４回  ワークショップ形式による論点整理
 「16人議会のメリット・デメリットを洗い出す」
　

　

2月18日

 第５回  ワークショップから見えたテーマ①
「住民の声を反映する議会に16人は必要か」を議論

3月17日

 第６回  ワークショップから見えたテーマ②
「定数削減で議会の体制や運営状況はどうなるか」を議論

４月11日

 第７回 　
「現状維持か削減か」各委員が意見表明 ➡ 「削減」が多数

今後の予定　

委員会報告を作成 ➡ ６月定例会で報告

小川町小川町はは教育者として教育者としてのの
「ふるさと」「ふるさと」ですです

小川町の多くの方々に支えられてきた私にとって、小川

町は教育者としての「ふるさと」です。そのふるさとを

より良くするための教育課題は山積ですが、学校再編や

部活動の地域展開、不登校対策等の課題、さらにこれま

で継続してきた「おがわ学」の進展等に改めて気を引き

締め、情熱と使命感を胸に取り組んでまいります。

「議会広報発行特別委員会」全員で全力取材！！
新教育長の活躍を期待しています。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
〝
動
け
な
か
っ
た
〞
議
会
が
今
ま
で
に
な
い
ハ

イ
ス
ピ
ー
ド
で
進
み
続
け
て
い
る
。
議
会
初
と
な
っ
た
「
プ
レ
地
区
懇
談
会
（
Ｐ

２
〜
３
参
照
）」
の
開
催
・「
議
員
定
数
を
検
討
す
る
特
別
委
員
会
」
の
設
置
な
ど
、

時
代
に
マ
ッ
チ
し
た
〝
動
く
〞
議
会
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
中
で
あ
る
。
今
任
期
も
９

月
で
折
り
返
し
を
迎
え
、
後
半
の
２
年
間
に
突
入
！
こ
の
歩
み
は
止
ま
ら
な
い
…

これまでの議論と歩み
2024

2025

　特別委員会の設置から半年。これまでに７回の委員会を開催し「定数」の在り方

について議論を重ねてきた。大正大学の江藤俊昭教授（公共政策学科）から講義を

受ける中で、議員力・議会力の不足を痛感する。ともに「議員定数」について考え

てみませんか。

「議員定数検討特別委員会」からの報告
委員会報告から次回選挙に向けて 

 シリーズ

定数16人定数16人

議員・議会の現状を洗い出す厳しい議論議員・議会の現状を洗い出す厳しい議論

多様な
意見・考えが

議会に
反映される

減らしても
住民の意見を
聞く力が落ちる
とは言えない

 議員の資質向上
が人数の問題を

解決して
いくのでは

議員の最大の
仕事・責任は
「議決」。

質疑や質問が
活発に

市
川
市
川
　　    

教
育
長

教
育
長
にに
突
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

突
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
!!!!

●新

緊急
企画

教育長として目指す
町教育の在り方は？
公教育の軸をしっかりと

立て、社会に貢献できる

力を養うことが重要と考

えています。

０〜15歳のスパンで出口を見据

え、切れ目のない教育体制を築

いていきたいです。これまで以

上に現場へ通います。

小川町との
関わりは？
旧上野台中や東中、役場で
の勤務経験（計16年間）が
あります。やっぱり 「陸上競

技」のイメージが強いでしょうか
(笑)。今回の件もそうですが、小
川町には「縁」を感じています。

小川町の
良いところは？
自然が豊かで伝統文

化が息づく町。何よ

り、魅力的な「人」が

多いところですね。

初めての議会（令和

7年6月3日開会）に向
けて意気込みを!

学校教育だけでなく、

生涯学習の分野も所

掌しています。精一

杯取り組みますので、お手柔

らかにお願いします(笑)。

令
和
７
年
度
か
ら
、
新
た
な
教
育
長
と
し
て
市
川
俊
実
氏
を
迎
え
、
始
動
し
た
町
教
育
委
員
会
。
町
立
学
校
の
再
編
や
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
の
更
新
な
ど
、
待
っ
た
な
し
の
事
業
が
控
え
て
い
る
。
新
教
育
長
の
素
顔
は
い
か
に
…
横
顔
に
も
迫
り
ま
す
。

  現状維持
♢女性や若者候補が出やすい!

♢地域の声を届けられる!

♢少数意見も議会に届けられる!

　２月５日

  見直し・削減
♢議論がまとまりづらい!

♢人口減少の中、定数・議会費の

　削減も当然！

♢議員間での活発な議論こそ

　必要では？

議会の動きが
見えないから

「定数削減」の
考えになる
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No.l l 5

No. l l 5

き

く×つなぐ
議員の

760人

議員がインタビューした町民皆さんの数

（★印は今号取材）

※2016年５月リニューアル号
　（No.79）以降の合計人数

〜９歳 10代 30代 60代20代 50代40代 70代 80歳〜

23人 90人 78人 115人 127人127人 100人80人 20人

★

★
★

★

★

★

★

編
集
・

発
行
：

埼
玉

県
小

川
町

議
会
　

〒
355-0392

 
埼

玉
県

比
企

郡
小

川
町

大
字

大
塚

5
5
番

地
N
o.ll5

令
和
7
年
3
月
定
例
会

T
E

L
  0493-72-1221   FA

X
  0493-74-6877

次の定例会は ※日程は変更になる場合があります。

　詳しくは小川町ホームページへ

「「道の駅道の駅」」

● 今号の表紙 ●
待ち遠しい「校歌」の完成
撮影後、校歌の作曲を担う高橋浩美さんに

遭遇。高橋さんは、かの有名な「旅立ちの日に」

の作曲者。響く生徒の校歌斉唱…楽しみです。

編集後記
前職が教員でしたので、いくつもの通信を作ってきました。この経験を生かせば、
議会報も大丈夫と思いきや「誤解を生まない正確さ」「難しいことを極力平易に」
さらに「エンターテインメント性も加味する」という大変なものでした。しかし、
これが面白い。自分も紙面も磨いていきたいと思います！（鈴木）

高齢者や視覚の弱い方にも配慮したＵＤ（ユニバーサルデザイン）フォントを使用しています

発行責任者：小川町議会議長 髙橋功人
編　　　集：議会広報発行特別委員会
　　　　　　委員長　山口勝士　副委員長　鈴木秀尚
　　　　　　委　員　髙瀬　勉・関根慶則
		  　　岡部久志・田端良成

午前10時 開会予定6 3 日（火）〜月

いよいよ５月３０日(金)にリニューアルオープンを迎える

「道の駅おがわまち」。

今回は、施設の新設・改修や、芝生広場・歩道の整備など周辺整備を

担った事業者・職人の皆さんにインタビュー！「手漉き和紙と有機の里」

をコンセプトに生まれ変わった“現場”から、リアルな声を届けます！！

歩道などを整備し、子どもたちも

安心して来られます。私も孫と遊

びに来たいです。

地元の業者として関われて嬉

しいです。これを機に、小川町

が発展していってほしいです。

限られた時間の中で、作り上げ

ました。小川町に来てもらうきっ

かけになってほしいです。

ふわふわドームは子どもた

ちに大人気。大いに楽しん

でほしいです。

新築棟は、柱のない大空間を

作るのに苦労しました。広〜く

使ってほしいです。

   武蔵の小京都おがわの魅力

と、和紙の伝統文化が続い

ていくことを願っています。

「「道の駅道の駅」」
をつくった匠

たく み

たち 編

議 ×員
の く つ な ぐ

き




